奨学金返還免除審査に関する資料（博士前期課程）
氏名：

専攻・コース名：

学籍番号：
博士前期課程における奨学金貸与期間：（西暦）　　　年　　　月　～　　　年　　　月
※本資料には上記貸与期間中（休止期間含む）の業績のみ記載してください。

第一種奨学金返還免除審査対象項目（専攻・コース別）
	業績優秀者返還免除申請書（様式1-1）

「教育研究活動等の業績」の該当項目
	　　　　　　　　　　　　　　　　専攻・コース　

項　　目
	数物科学専攻
	物質化学専攻
	機械科学専攻
	電子情報科学専攻
	環境デザイン学専攻
	自然システム学専攻

	
	
	数学コース
	物理学コース
	計算科学コース
	化学コース
	応用化学コース
	
	
	
	

	１学位論文その他の研究論文
	<1>発表（学会地方大会）
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	
	<1>表彰（学会地方大会）
	
	○
	
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	
	<2>発表（学会全国大会）
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	
	<2>表彰（学会全国大会）
	
	○
	
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	
	<3>発表（国際会議）
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	
	<3>表彰（国際会議）
	
	○
	
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	
	<4>投稿（学術雑誌）
	
	
	
	
	
	○
	○
	
	

	
	<4>掲載（学術雑誌）
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	
	<4>表彰（学術雑誌）
	
	○
	
	○
	○
	
	○
	○
	○

	５発明
	<5>出願（特許・実用新案）
	
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	
	<5>登録（特許・実用新案）
	
	○
	
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	
	<6>参加（関連分野コンテスト等）
	
	
	
	
	
	
	○
	
	

	
	<6>表彰（関連分野コンテスト等）
	
	
	
	
	
	
	○
	○
	○

	６授業科目の成績
	GPA
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	
	GPT
	
	
	
	
	
	
	
	
	○

	
	MOTコース修了
	
	
	
	
	
	
	
	○
	

	
	創成研究Ⅰ・Ⅱ
	
	
	
	
	
	○
	○
	○
	

	
	<7>実践活動（課題研究に基づく）
	
	
	
	
	
	○
	
	○
	

	７研究又は教育にかかる補助業務の実績
	<8>TA・ALA評価
	○
	○
	○
	
	○
	○
	
	○
	

	８音楽，演劇，美術その他芸術の発表会における成績
	<9>専攻分野に関連した学外における発表会成績

（音楽，演劇，美術その他芸術）
	
	
	
	
	
	
	
	○
	


	10ボランティア活動その他社会貢献活動の実績
	<10>専攻分野に関連した学外における活動の実績

（ボランティア活動その他社会貢献活動）
	
	○
	
	
	
	
	
	○
	


※大学院における教育研究活動等に関する業績及び専攻分野に関連した学外における教育研究活動等に関する
業績が評価対象です。

※以下で記入枠が不足する場合は適宜追加してください。

<1>学会地方大会での実績（著者全員（プログラム等に記載されている順番どおり，自分の名前に下線，筆頭著者に○，登壇者（発表者）に◎），題目，学会名，年月日を記載してください）
　1.

	著者氏名
	

	題目
	

	学会名
	

	発表年月日
	

	表彰の有・無


	有（表彰年月日：　　　　　　）

無


2.

	著者氏名
	

	題目
	

	学会名
	

	発表年月日
	

	表彰の有・無


	有（表彰年月日：　　　　　　）

無


<2>学会全国大会での実績（著者全員（プログラム等に記載されている順番どおり，自分の名前に下線，筆頭著者に○，登壇者（発表者）に◎），題目，学会名，年月日を記載してください）
1.

	著者氏名
	

	題目
	

	学会名
	

	発表年月日
	

	表彰の有・無


	有（表彰年月日：　　　　　　）

無


2.

	著者氏名
	

	題目
	

	学会名
	

	発表年月日
	

	表彰の有・無


	有（表彰年月日：　　　　　　）

無


<3>国際会議での実績（著者全員（プログラム等に記載されている順番どおり，自分の名前に下線，筆頭著者に○，登壇者（発表者）に◎），題目，会議名，年月日，査読の有無を記載してください）

1.

	著者氏名
	

	題目
	

	会議名
	

	発表年月日
	

	査読の有・無
	有　・　無

	表彰の有・無


	有（表彰年月日：　　　　　　）

無


2.

	著者氏名
	

	題目
	

	会議名
	

	発表年月日
	


	査読の有・無
	有　・　無

	表彰の有・無


	有（表彰年月日：　　　　　　）

無


<4>学術雑誌での実績（著者全員（順番に，自分の名前に下線，筆頭著者に○），題名，雑誌名，頁，巻号，受理年月日，査読の有無を記載してください）

1.

	著者氏名
	

	題名
	

	雑誌名・頁・巻号
	

	受理年月日

（未受理の場合は、投稿受付年月日）
	掲載決定（受理年月日：　　　　　　掲載年月：　　　　　　）

投稿中　（投稿受付年月日：　　　　　）

	査読の有・無
	有　・　無

	表彰の有・無


	有（表彰年月日：　　　　　　）

無


2.

	著者氏名
	

	題名
	

	雑誌名・頁・巻号
	

	受理年月日

（未受理の場合は、投稿受付年月日）
	掲載決定（受理年月日：　　　　　　掲載年月：　　　　　　）

投稿中　（投稿受付年月日：　　　　　）

	査読の有・無
	有　・　無

	表彰の有・無


	有（表彰年月日：　　　　　　）

無


<5>特許・実用新案の出願・登録（発明者全員，発明の名称，出願年月日，出願番号を記載してください）
＊発明者氏名は順番に，自分の名前に下線，教職員・企業関係者及び社会人ドクターに△。

1.

	発明者氏名
	

	発明の名称
	

	出願年月日
	

	出願番号
	

	登録済みの場合
	公開年月日：

公開番号：


<6>関連分野コンテスト等での参加・表彰（表彰年度，コンテスト名，表彰名を記載してください）
<7>課題研究に基づく実践活動（活動年度，概要等を記載してください）
<8>TA・ALAの実績（実施年度，科目名等を記載してください）
＊TA・ALAは各種委嘱状（本人保存用）
<9>専攻分野に関連した学外における音楽，演劇，美術その他芸術の発表会成績（発表年度，発表会名，
成績等を記載してください）
<10>専攻分野に関連した学外におけるボランティア活動その他社会貢献活動での優れた実績（実績年度，概要を記載してください）
申請書類チェック欄（本人確認用）

・業績優秀者返還免除申請書（様式1-1）□

・指導教員等の推薦理由（様式1-2）　　□

・証明資料一式　　□

・成績証明書　　　□
奨学金返還免除申請書類の記載内容について承認します。

　　　　　　　平成　　　年　　　月　　　日

指導教員名　　　　　　　　　　　　　印







注意事項


（１）“特に優れた業績”として評価されるのは，大学院における教育研究活動等に関する業績及び専攻分野に関連した学外における教育研究活動等に関する業績です。　専攻・コースによって次頁の「第一種奨学金返還免除審査対象項目」のとおり審査対象項目が異なります。対象外の項目に記載しないよう留意してください。


（２）記載した業績には必ず証明資料を添付してください（GPA，GPT, MOT，創成研究については資料不要）。資料には，資料番号，ページ番号等を記入してください（ホッチキス留めはしないこと）。証明資料がないものは審査をしないので注意してください。なお，成績証明書は，必ず添付してください。


（３）空欄は該当がないものとして見なしますので，注意してください。


（４）評価対象は、奨学金貸与終了時に在籍している課程で奨学金貸与期間中に挙げた業績となります。学士課程在籍期間中の業績は含みません。また，博士前期課程２年次から奨学金を受給した場合は博士前期課程１年次の業績を含めることはできません。
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